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新年明けましておめでとうございます。21世紀早々1月6日の省庁再編、4
月には国立研究機関などの独立行政法人への移行が始 まり、現在国立大学の
法人化が審議されてお り、2003年か2004年には法人化が予想されるなど、本
所 を取 り巻 く環境は大変厳しい状況にあります。本研究所はかつて経験 した
ことのない激動期を迎えることにな り、適切な対策を講 じていくことが今ま
で以上に求められています。
私 は就任時の4月の教授会で今後1～2年 間に実行したい所信事項を表明
しましたが、まとめますと次のようにな ります。
本所が「材料科学 の学理の探求と応用」の設置 目的の範疇で21世紀におい
て世界のCOE化を果たすためには、(1)研究活動の高度化、特徴化、個性化、
国際化、連携化、(2)研究分野の流動化と学際化、(3)人事の公募、公開、流動
化、(4)昇進システムの迅速化と多様性、が必要です。また、本所の「考える」、
「測る・視 る」、「制御する」、「創る」の基盤研究分野と21世紀の社会の要請に沿
った科学技術分野、具体的には第二次科学技術基本計画(案)に盛 り込まれた
生命科学、情報通信、環境、物質・材料分野の有機的な結合による学術研究の
推進 と、次世代の先端科学技術研究の実践を通 した次世代研究者育成の大学
院教育とを併行 して行 うことが必要です。具体的施策 として、(1)金研、高エ
ネルギー研究所、東京大学物性研究所、分子科学研究所、京都大学化学研究所
との連携による「強相関電子機構の解明と新物質創製」と題 した新プログラ
ム研究プロジェク トの提案 と申請(文部省)、(2)ミレニアム革新的科学技術
研究プロジェク トの申請と実施(科 学技術庁)、(3)ナノメタル研究プロジェ
クトへの提案と申請(通産省)、(4)COE拠点作 りプロジェク ト「集積化ナノ
構造材料による新機能創出と新しい材料工学の展開」(文部省)な どを挙げる
ことができます。また、人事 ・運営体制面では、(1)教授選考
委員会規定の改訂、(2)教授選考基準の公正、透明化、(3)
強い研究競争力をも,た
研究所を目指して
小部門制、大部門制の長所 ・短所の整理 と小部門制の継続理
由の明示、(4)人事の公募制、公開制、任期制の導入、(5)公
正な業績評価 システムの確立、(6)情報・広報室の改編、(7)所長の私的相談
機構 としての企画委員会の設置 と所長補佐制度の導入、(8)学際科学研究セ
ンターの積極的活用法の提示、(9)産官学共同研究推進体制の導入、(10)先
端材料国際研究センター案構想の具体化、(11)研究大学における附置研究所
としての本所の将来ヴィジョン、(12)研究部・技術部融合センター案構想の
具現化、の諸項 目を挙げさせていただきました。
就任以来の9カ月間に、上記項 目の うち、(1)～(9)項目はすでに教授会で
採択され、実施に移 してお り、また、(10)と(11)について も一部は既に教授
会で審議されています。なお、(12)は「技術部将来構想検討委員会」の答申を
待ち、教授会で審議したいと思っています。
施設センターには、次のような動きがあ ります。来年3月 で時限の強磁場
超伝導材料研究センターが改組 され、教授1、助教授1、助手2の5人 体制
(現在助教授1、助手1)の新設が内示され ました。本河センター長をはじめ
とする関係各位の尽力に感謝します。
新素材設計開発施設は、福田施設長の努力で研究部とステーションによる
支援体制へ と改編され、新たに産官学研究フォーラムが始動する ことになっ
ています。材料試験炉利用施設は松井施設長を中心に、本施設の将来動向 と
核融合科学研究所への移管問題が精力的に検討されています。
以上述べたように、私は、我が国の科学技術改革 を先取 りする、漸進かつ具
体的な将来研究方針 を、所員全体で議論し、その結論を提案、具体化 してこそ
「強い研究競争力」を持ち「高い社会貢献」を果たす 世界のCOE研究所として
の金研の発展があると考えています。所員の一層の御支援、御協力をお願い
して、年頭の所信にかえさせていただきます。
"旅立ちの春"
退官・退職のあいさつ
39年間の金研生活
平井 敏雄
昭 和37年4月に竹 内研の助 手に採用 さ
れた のが、金研 生活 のスター トです。後 で
聞 いた話で真偽 のほ どは確 かでは あ りま
せ んが、私が 採用 された 理 由は、「あ いつ
は側車付 き自動二 輪の免許 を持 って いる、
面 白いヤ ッチャ」との こと。そ れか ら39年が経ちま した。
その間 、研究 テー マは 多岐 にわた りま した。助 手時代 は、半均質 炉用核
燃料Th-C系状態 図、UO、中のUの 拡散、BeO繊維 、気相 分解黒鉛(CVD-
c)、黒鉛層 間化合物 、c-SiC系ナ ノ・コンポジ ッ ト、昭和44年に助 教授 に
な ってか らは多元系ガ スのCVD、2年間 のペンシルバニ ア州 立大学滞在 中
は高分 子材料の動 力学的性 質、帰 国 して2年余 りは金研 付属材料 試験炉利
用施設(大洗施 設)で黒鉛 の照射損傷、昭和48年9月に特殊耐 熱材料学研究
部門 を担 当してか らは、酸化物 、炭 化物 、窒化 物のCVD、CVD一セ ラミッ
クス・ナ ノ・コ ンポ ジッ ト、炭化 珪素や窒化珪 素の超高温 酸化、CVD一セ ラ
ミックス複合粉末 、高強度 高靭性セ ラ ミックス焼結体 、酸化 物超伝導薄膜 、
CVD-C/SiC系熱応力緩 和型傾斜機能材料、屈折率 傾斜型光 フィルター、
誘電体薄膜、高温熱電変 換材料、放電プ ラズマ焼 結、などな どです。
こんなに広 範 囲の研究が できた のは、ご指 導下 さいました先生方 や諸先
輩、さらには多 くの優秀 な共 同研究 者(職員、各種研 究 員、院生諸 氏)のお
陰で、また設備 と研究 費 に恵 まれ た金研 にいた か らこそ と心 か ら感 謝 し
てい ます。
退官後 は 日本セ ラミックス協 会の会長 を仰せつ かってい ますので、我が
国のセラミックスの科 学・技術の 発展 のた めに精一杯尽 力す る所存 です。ま
た、私大 で講義 をさせて頂 くことに もな っています。このため、しば らくは
金研 に出入 りさせ て頂 きますので、どうぞよ ろしくお願 い申し上げ ます。
変な金属と40年
深瀬 哲郎
通 常の金属 に比 べ4-5桁も少 な く、等 し
い電子 と正孔 数がアク ロバテ ィックなバ
ランスを保つ5族半金属、ア ンダー ソ ン局
在状 態 にある半 金属や 縮退 半導 体、V,Si
やNb、Snなど強 い電 子一格子 相互 作用 に
よ り高いTcと奇 妙な物 性を示すA15型化 合物 超伝導体 、ミク ロな強磁性
秩序 と超伝 導が競合 ・共存す るHoMoe,Ss、2次元性導体BEDT-TTF系有機
合成 金属、酸化物 高温 超伝導体 な ど、40年間付 き合 ってきた物質 はど こか
「変 な金属状態」を示 す系 です。これ らの研 究の成果 は、高品質 の単 結晶 に
負 うと ころが大きか った のを感 じて います。最高 品質 を自負す るv、,Si単
結晶 は20年後 の現在 も国内外 か ら引き合いが あり、数個 が出稼 ぎ中です。
結 晶作 りに精魂 を傾 け られた研 究室 の諸氏、試料作 製室の技官 の方々、所
内外の諸先 生に改めてお礼 申しあげます。
最 後 に取 り組ん だ酸化物 高温 超伝導 体で は、NMRや超 音波 を用 いて 、
La一系 銅 酸化物 の いわ ゆ るlf8問題 を中 心 に研 究 して きま した。La2-.
Ba.CuO,i(X～工/8)の場 台、低温 正方晶 構造 にピ ン止め され たスピ ンと電
荷 の長 周期秩 序の発 生が超伝 導消滅 の原 因 と考 え られ て ますが、低 温正
方 晶転移 がな いLa,,一。Sr.CuO、(X～1/8)の超伝 導は、結晶 の ほぼ 全体 で存
在す る ことが超 音波実験か ら明確 です 。 一方NMRの スペ ク トル線解 析結
果 は、La2-。Ba。CuO1(X～1/8)とLaz-.Sr。CuOi(X～1/8)の両者 で(準)静的
磁 気秩序 がほぼ結 晶全体 で存在 する よ うに見 え、LaL,一,Sr.CuO4(X～1/8)
で はスピ ン フロップ も観 測され ま した。La2-。Sr。CuO,(X～ユ/8)にお ける
超伝 導を温存 させて いる(準)静的な磁気/電荷秩 序が どのよ うなものか、
実験 屋 として納 得で きる描 像 を得ぬ うちに老兵が消 え去る時 が来て しま
いま した,
私の思い出
杉山 誠一
もう定年 か と実感 した のは、人事掛 よ
り定年退職 日は平成13年3月31日付 け と
の通知 を受 け取 った時 で す。早 い もの で
昭和34年6月の入所か ら40年余 りの月 日
が経 ち、振返 って見 る と走馬 灯 のよ うに
過 ぎ、日進月歩 の速 さ を切 に感 じる今 日この頃 です。私が金研 工場 に配属
とな った職場 は木造 の平屋 の建物 で、平削掛 であ りま した。当時、ベル ト
掛 けの機械 と戦 争で焼 けた工作 機械 と新品 の1台の フライス盤 があ りま
した。そ の1台の フライス盤は平成10年ごろまで稼動 していま した。また、
床 と言 えば板張 で重 い もの を持 って歩 いてい る時 、床 が抜 け落 ちた こと
もあ りま した。
この ような工 場棟 をあ る 日、米 国留 学帰 りの先 生が来 られ、イ ンデ ィア
ンの住 居よ りも劣 る と話 された こともあ りました。それ か ら5年後 に現在
の技術 棟南側が建 て られ完成(昭和40年4月)後、機 械関係 と工場事務が入
るこ とにな り、心 を新 に して新 棟で の研究 支援す る ことが 出来 ま した。平
削掛 で21年と試作指 導掛、研究室工作 室に17年、そ して再 び平削掛3年 に
な ります。
平成4年4月には技術 室 として スター トし、平成11年2月に技術棟1の改
修工 事が行わ れ、工階 の機器 開発班 が ワンフ ロアとな り、機械 関係 の職場
が集 ま り、研 究支援 と して仕事 の流れが迅速 とな り、気持 ちの良 い環 境で
仕事 に励んで来 ま した。平 成12年4月には機器 開発技術 コアが設 置 され、
いまで は順 調に1年が過 ぎよ うとしています。
最 後 に、私 が このよ うな 流れ の中で長 い年 月を勤め 定年 を迎え る こと
が出来 るの も、皆様方 の多大な支 援 を賜 ったお陰で あ り、皆 様 に感謝 を 申
し上け ます。
これからは
楽しむ人生を目指して
強磁場低温班 大友 貞雄
部 屋 の 壁 にぶ ら下 が って い る今 年 の
カ レ ンダ ー に は、大 正90年、昭 和76年
とい う コ メ ン トが つ い て い ます。
そ の 数字 を何 とな く見 て い るうちに 、
21世紀 を迎 え た い ま現在 で は 、各 人 の
人生の数値は平均寿命におきかえるということになるのだろうか?
もしそうだとすれば金研に世話になった40年は、現在の視点で考慮
すると体力、気力とも私の人生のなかで一番充実(?)していた時期
で、健康に恵まれ公私ともども楽しく過ごしたといえるかもしれま
せん。
多くの先輩、上司、仲間に助けてもらったことに感謝しています。
その間、低温センターと強磁場センターとの密接な仕事を分担する
ことになり、微力ながら小さなかけ橋になれればと邁進した時代で
もありました。社会的任務(?)と自分の家庭における責務(?)をあ
る程度終えた今、そのかけ橋が ドリームだったのかレインボーだっ
たのか問うことなく、今後の流れに沿って生きていければという楽
天的生活実践スタイルでおまけの人生を送 りたいものだと考えて
います。
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「低次元スピン系における
新奇な量子現象'
東北大学金属材料研究所本 河 光 博
低次元量子系においては、強い電子相関
と量子ゆ らぎによって顕著な量子効果 が
現れる。本 ワー クシ ョップでは強磁場 と磁
気励起をキーワー ドに、最近の進展 を理論、
実験の両側面か ら議論 した。2日間で29名
の口頭発表が行われ、参加者は約60名で
あった。報告では、量子相転移の問題、励起
状態や動的振る舞い、フラス トレーション
系に関するものが活発であった。いくつか
例をあげると、内野倉による不純物 トープ
誘起反強磁性の普遍性に関する報告、田中、
後藤 らによるマグノンのボーズ凝縮、後藤
や岡本 による磁化のマクロな量子化の問
題、松浦によるNis。の磁気励起に関するフ
ラス トレーションの立場からの再検討、蔭
山、野尻、加倉井 らによる2次 元直交ダイ
マー系に関する一連の報告 とそれ に関す
る福元 と宮原 の理論計算な どに関 して多
くの議論がなされた。
また、本 ワークショップとリンク して、
共同利用で重点課題 として展開されてい
るESRに関す る報告も多数行われた。理論
に関 しては、坂井 と押川がそれぞれ、選択
則と量子鎖のESR理論に関 して報告 し、網
代 と細越が競合系や分子磁性体 のESRに
関して共同利用の成果を含めて報告した。
さらにESRに関する技術的発展として、太
田と左近がそれぞれ、高圧ESR装置、希釈
冷凍機温度におけるESRの現状をそれぞ
れ報告 した。
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"共同利用"研 究会 レポー ト
放電プラズマシステム(SPS)の基礎
軌 大学金属楙研究所平 井 敏 雄
本ワークショップは平成12年4月からは金研共同利用の重点課題に指定され、平井敏雄教
授を代表者として、放電プラズマシステム(SPS)の基礎的現象の解明 と応用の拡大をテーマ
に共同利用研究が行われた。「放電プラズマシステム(SPS)の基礎」のワークシ ョップ発表会
は、平成12年11月29日(水)午後、30日(木)午前の両 日に金属材料研究所の講堂において開
かれた。それ に引き続いて 「第5回SPS研究会」(会長・平井敏雄教授)も開催されたので、参加
者 のほとんどは両方の研究会に出席し、その延べ人数は120人となった。発表者は共同利用
研究者に加えて韓国(4名)とシンガポール(1名)のSPS研究者、および新素材設計開発施設の
客員教授 として金研でSPSを使って研究された中国の藩教授を招待講演者として迎えた。
発表の合計は16件であ り、その内容を簡単にまとめると
次のようになる。チタン/ハイ ドロキシアパタイ ト系生体
材料 とサイアロンセラミックスの焼結は、SPSが初めて合
成がなった。共晶複合材料粉 をSPSで焼結 して得 られ た
焼結体は、高温で も強度が劣化しない。金属やセ ラミッ
クスの多孔質材料 をSPSで作 ると強度を大き くす るこ
とができる.珪化物系やホウ素系熱電材料をSPSを用 い
て作るとその高性能化が図られ る.さらにSPSのメカニ
ズム研究として放電プラズマの発生の確認 に関す る研
究、TiNLAI,O,-ZrO2,WC-Co,ZrO、-HA,S1,N、系セラミ
ックスのSPS焼結 に関する研究が発表された。
?
?
?
?
?
?
?
??
21世紀 を拓くSPS
中性子回析による
化合物磁性体の構造の研究
高能率中性子粉末回析装置HERMESを用いた研究一
東北大学金属材料研究所山 口 泰 男
12月7日、8日の両日、本所講堂で上記のワークショップが開催された。これは毎年開かれる金
研中性子回折装置HERMESのユーザーズミーティングで、今回が3回 目になる。今回は金研から
3人を含む13件の講演に対し、のべ60名以上の参加者によって活発な議論がなされた。
1日目は,Mnペロブスカイ トを中心 とした金属酸化物の探究に重点をおいた研究では、ホール濃
度に対する詳細な磁気構造、結晶構造相図を作成することが重要である。従って、短時間に多数の
試料を測定することが可能なHERMESの利点を最 も有効に用いた研究と言え、実際、HERMES
によって多くの成果が上げられている。2日目のセ ッションでは,液体および3d、4f、5f磁性体 と
多彩な講演が行われ、HERMESがカバーする研究領域の広さを象徴していた。特に、液体、アモル
ファス研究に対するHERMESの有効 「生が指摘された。ワークショップの最後に、磁気構造解析技
法のセッションを設けた。HERMESユー ザーの7割が磁気構造解析実験を行っていることか ら、
優れた磁気構造解析技法の模索が重要と考えたからである。このセッションでは、non-collinear
構造を含む磁気構造解析手法の解説、また空間群の表現を用いて磁気構造解析を行 う洗練された
手法についての詳しい講演があ り、ユーザーにとって有益な情報交換が行われた。
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本ワークショップは、3年にわた り、本所の重点化 ワークショップとして開催 されてきた
ものである。今回は最終年度 となった こともあ り、30名の 日本人に加 え、30名の外国人研究
者を招聘 して平成12年8月18日と19日の両日にわた り、仙台国際セ ンター において、本学の
超大規模 国際会 議 との共催で行 った。また、この会 議で、今後 は、よ り発 展 的なAsian
ConsortiumforComputationalMaterialsScience(ACCMS)として、よ り広い範囲の参
加者を得た国際会議を継続的に行 うことを決定した。まず、平成13年はイン ド国バンガロー
ル市、平成14年は中国北京市で開催予定である。
会議の内容は、クラスターやナノ構造体の理論的解析、また実験家 との共同研究を中心と
した、31件の口頭発表と21件のポスター発表か らなるものであり、最近の急激な進展 を反映
している。特 に、磁性、トンネリング、高圧、表面、等に関する講演が多く、基礎か ら応用 をめざ
した研究成果が発表 され、熱心な討論がなされた。特筆すべき講演は、s.T.Chui教授の、ナ
ノスケールで超強磁場 を発生できるという「Realizationofanultra-highmagneticfield
onanano-scale」や、Kumar氏の「Hund'sruleandorderinginblnarymetalcluster」
などであった。また、ポスター賞を設け、慎重な審議 の結果、T.MBriere氏の「Thehybrid
methodusedforsmallmanganeseclusterJが、1位を獲得 した。
　 　 　 　 き
momentumtransfer/A-1
図3液 体As」・TeHoの550℃と430℃にお け るS(Q)。
シリコンの真性点欠陥の高温挙動
大阪府立大学先端科学研究所大 嶋 隆 一 郎
次世代半導体デバイスでは、メガ ビットLSIの実用化と低温 プロセスに並行 して基板用Si
単結晶の大 口径化が指向され、日本は2000年に世界で初めて40cm径Siの引上げに成功した。
高品質大口径単結晶の育成には引上時の欠陥制御が従前にもまして重要である。このような
状況のもとに平成12年12月13・14日の二 日間、金属材料研究所1号館7階セ ミナー室におい
て、21世紀の半導体デバイス用高品質大口径単結晶引上げ技術 の確立 と革新的な研究の展
開を図ることを目的 に研究会 を開催。第一線で活動 している基礎および応用の研究者が一同
に会して、Siの高温における欠陥挙動 とその周辺の課題について討論を行った。
(1)Si中の点欠陥と結晶成長(講演数:10)、(2)結晶成長 と窒素(講演数:3)、(3)関連のある
トピックス(講演数:4)の3つのセ ッションで17件の発表、42名(大学:32名、国立研究所:1名、
民間企業:8名、その他:1名)の参加者があ り、一時は会場に入 りきれなかった。日頃は異なる
組織で活動 して交流の少ない学会 と企業の研究者が親しく議論することによ り、当面の検討
課題が明確となり、今後の研究の発展にとって非常に実 り多い研究会となった。
放射光を利用した
新しい環境構造解析
東北大学工学研究科 田 路 和 幸
つ くば高エネルギー研究所 フォトンファ
ク トリー(現:高エネルギー加速器研究機
構物質構造科学研究所)に加え、次世代放
射光 リングSPring-8が兵庫県西播磨に建
設 され、また、大学な どの一研究機関が管
理運営する小型放射光 リングの建設も盛
んで、もはや放射光は特別な存在ではな く
な った。しか し、放射光 が極めて高価 なX
線源であ ることに変わ りはない。そ こで
放射光を単 なる通常のX線 源の延長とし
て考 えるのではな く、放射光 の特性を活か
した利用が現在問われている。
本研 究会 で取 り上 げた吸収端微細構造
や異常分散現象を利用 したある特定元素
周 りの環境構造解析技術は、放射光の特性
を巧妙に利用した代表的な解析技術の1つ
である。平成12年9月7日一8日に開催 した
研究会では、水溶液、金属アモルファス、化合
物融体、酸化物、半導体な どの様 々な物質
中の環境構造を、XAFS、X線異常散乱法、
異常小角散乱法、蛍光X線 ホ囗グラフ法によ
り解析し、環境構 造 と物性との関わりにっ
いての最近の研究を12名の研究者が発表。
各手法の現状、問題点、将来 につ いて活発
な議論が行われた。なお、本研 究会の概要
を必要な方 は、本研究会世話人ランダム構
造物質学研究分野/櫻 井雅樹 までご連絡
ください。
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強磁場超伝導材料研究センターは、定常強磁場設備を活用し、超伝導材
料を中心とする材料科学 における強磁場の応用 に関する研究を行 うこと
を目的として、平成3年度 に10年時限(平成13年3月時限到来)で設置さ
れ ました。以来、ハイ ブリッドマグネッ トの開発研究、高強度ニオブ3ス
ズ超伝導材料の開発、15Tヘリウムフリー超伝導磁石の実用化など、超伝
導材料の研究は もとよ り、磁性、電子物性、生物などの応用研究分野 に世
界的な広が りを提供 してきました。
21世紀では、社会的要請が多様化 し、エネルギー、環境、高度情報化、宇
、 宙開発、老齢化、生命現象など最重要課題が山積みしてお ります。超伝導
丶技術 による高温超伝導体 を用いた強磁場磁石の実用化の研究は、これ ら
の課題解決に寄与する重要な研究領域と考えられ ます。そ こで、新セ ンタ
強磁場懋 纛 疆槲 鬲騾謙 雛 叢1繍禦
研究センター 雛轟話孅需 謬 万
一ハイブ リッ ド磁石の開発研究、高温超伝導材料の開発研究など超伝導
応用に力点 を置き、さらに、強磁場を利用 した新機能材料の研究及び定常
強磁場 中での基礎物性研究などの展開を推進する計画です。
この計画 に対 して、これまでの助教授1、助手1か ら一挙に教授1、助教
授2、助手2の新組織 を認めていただいたところです。定常強磁場を利用
した共 同利用研究における中核的研究拠点 として、わが国の学 問・研究分
野の発展にとって極 めて重要なセ ンターをめざし本年新たにスター トし
ます。
・1981-1990(第1世代)超 伝導材料開発施設
・1991-2000(第2世代)強 磁場超伝導材料研究センター
・2001-2010(第3世代)強 磁場超伝導材料研究センター
創設30周年記念報告会の開催
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平成12年9月7日、8日の両 日に標記 「報告会」を茨城県
産業会館において開催しました。報告会は、最初に井上
明久金属材料研究所所長の挨拶で始まり、引き続き松井
秀樹施設長の施設のこれまでの成果の概要の発表、さら
に石野栞東海大学教授、山脇道夫東京大学教授、阿部勝
憲東北大学教授のコメントがなされ、当施設のこれまで
の歩みの総括と将来に向けての施設の構想が議論され
ました。また、休憩時間に施設職員のポスター発表が7件
行われました。終了後、懇親会が開催され、大洗町役場の
代表、日本原子力研究所、サイクル機構大洗工学センタ
一、民間企業か らの参加者も含め親睦を深めました。
2日目は共同利用研究者からの発表が核融合炉材料、
JMTR照射高度化、軽水炉材料研究、アクチナイ ド・RI利用
研究というテ ーマで合計20件の発表が行われま した。
会場 には学内外から100名を越える方が来場 し、活発な
質疑応答が展開されました。
当施設の大きな出来事 ともいえる
「施設新体制スター ト」につ いて紹介
します。
昨春4月 に福田承 生教授が、施設長
に就 任 し、10月か らは施 設英 名 も
LaboratoryforAdvancedMaterials
(LAM)に変更 し、「施設独 自の新素材
に関す る成果 を」という ことで、新た
な組織 ・体制をスター トさせ、以下の
方針で運営されることになりました。
(1)責任部門制 を維持 しながら、施設
設立時に定め られた『本所 の研究部門
にお ける研究 を中心 として生 まれた
新物質、新プ ロセス技術、新評価法等
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の芽を育成 し発展させ るための基盤 を形成する』とい う目的に
合った運営を行う。
(11)施設と研究部 とのかかわ り合いおよび兼務、共同研究 を明
確にし、当施設の設備で研究 して得た成果は施設の成果 とする。
なお、本報告会報告集を12月に出版 しま した。興味の
ある方は業務部までお申し込み下さい。 これ らの実施 に当た っての具体的な体制 と運営 に関 しては、
紙数の関係で紹介できないので、詳細は当施設のホームページ
(URL=http=//www.imr.edu/lam/)のニュースをご覧ください。
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t・ ・… 第2回 金 研 外 音
故鈴木平東大名誉教授を委員長とする外部
評価委員会の報告は「今回の外部評価は金研
にとって最初のものであり、内部研究者に非
日常的に緊張感と反省の機会をもたらしたと
思う。材料科学・技術の中核的研究拠点として
雛惣1罎し鵬鍵 篠漏葬/
価 を実施 され るように希望す る。」と締めくく
られています・それ以来・5年後の外部評f西が'
金研 にとってのr解 事項となってお り、所内
ム
島
3評価一ー に
つ
い
て
ノ 望_:,冒 甫
点検評価委員会では5年後 の平成12年度 に外部評価を受ける為の準備 を行い、研究活動や
教育活動等に関する資料を整理すると共に「金属材料研究所の活動」報告書を出版 しました。
第1回評価後の5年間に、金研を取 り巻 く環境は激変し、さらに大きな変革 も予想されます。
所内で「将来計画委員会」でさまざまな改革に向けての議論が重ね られて いるこの期 に、伊
達宗行阪大名誉教授 を委員長に専門分野毎に少数精鋭の評価委員 を選び、忌憚のない率直
な提言、評価 をお願いすることにしました。
昨年11月13、14日に視察とヒアリングが行われ、その結果は委員長が外部評価報告書に
まとめられることになってお り、本年2月23日に予定されている運営協議会に公表され る
運びになっています。金研が引き続き材料科学・技術の研究中核拠点 として発展する戦略 を
立てるために、外部評価報告書にまとめ られたア ドバイス、コメン トを充分に活用したいと
考えています。
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増本健名誉教授が文化功労者として顕彰される
去る11月6日、東北
先生(元金 研所 長)
化功労者 と して顕
先生は金属材料の
め、ア モル フ ァス
ナノ結晶合金な ど
大名誉教授増本健
は平成12年度の文
彰されました。増本
組織的研究をはじ
合金、準結晶合金、
の非平衡物質の基
礎研究などに独創的かつ先駆的研究の業績を収められ、今日ア
モルファス合金などの非平衡物質に関する世界の第一人者であ
ることは、多くの人が認める所であります。さらに文部省学術審
議官、日本学術会議会員、日本学術振興会評議員など、多くの要
職を努められ、我が国の学術行政、研究指導、発展に多大な貢献
されました。このような大きな業績と功績に対して文化功労者
に顕彰されました。
ノ
かねてから将来計画委員会(桜井委員長)を中心に議論されてきた、金
研の教官の任期制度の導入は12月の教授会で承認 され、1月の大学 の評
議会で正式に認められました。任期制は多様な人材の導入 と有能な若手
の育成を図ることを目的に人事の活性化 と研究の発展へ大きく寄与する
制度として、大学内はもちろん、学外でも注目されています。
任期制度は、研究部 と附属研究施設(強磁場伝導材料研究センター、新
素材材料設計開発施設では各々の時限が優先する)の教授、助教授、講師、
助手に適用され、各々、教授の任期10年(再任可)、助教授、講師の任期10
年(各々任期5年とする1回限 りの再任可)、助手は7年(3年任期とする、1
回限りの再任可)とするもので、来年4月1日か ら施行 され、それ以降に任
用される教官に適用されます。
この任期制導入には、公正な業績審査が不可欠であり、任期制導入に先
立ち、審査の対称 となる教官が自ら提出する業績 リス トの内容やそれに
基づく業績審査方法等 も任期制度に先立って教授会で承認されました。
受賞年月日 所 属 氏 名 賞 名
2月21日松原研 松原英一郎 表面技術協会論文賞
3月4日 新素材 木 村久 道
』
米国器械学会(ASME)・航 空宇 宙部門
1999年最優秀論文賞
29日井上研 井 上 明久 日本金属学会 学術功労賞
花田研 花 田修 治 日本金属学会 学術功労賞
技術部 庄 子徳 志 日本金属学会 研究技術功労賞
3月 遠藤研 遠 藤康 夫 米国物理学会(APS)Fellowship
4月17日井上研 井 上 明久 科学技術長官 注目発明選定
5月10日前川研 小椎八重航 (財)本多記念会 第21回本多記念研究奨励賞
16日 技術部 大 久保 昭 粉体粉末冶金協会 技術賞
21日 強磁場 渡 辺和 雄 第凅 本間記念賞
福田研 島村 清 史 第1回本間記念賞
30日福田研 福 田承 生 フランス リヨ ン賞
31日 福田研 福 田承 生 フランス科学研究賞
7月8日 中嶋研 宇佐美徳隆 第]3回安藤博記念学術奨励賞
8月24日井上研
新素材
1井上 明 久
張 涛
NANO2000BestPosterAward
9月2日 井上研 井上 明 久
OutstandlngComtrlbutionAwardintheInter
-nationalConferenceonBulkMetallicGlasses
27日技術部 若松 公郎 日本分析化学会 有功賞
28日平井研 平井 敏雄 中華人民共和国 湖北省人民政府「編鐘奨」
10月1日井上研
櫻井研
新素材
井 上 明久
櫻 井 利夫
張 涛 }
日本金属学会 論文賞
(材料物性部門)
26日 金属材料研究所 科学技術長官賞
30日井上研 井 上 明久 CitatlonLaureateAward(引用最 高栄誉賞)
11月6日前川研 遠 山 貴 巳 金属助成会 第10回金属材料科学助成賞
花田研 吉 見 享祐 金属助成会 第40回原田研究奨励賞一
新素材 水 関 博志 金属助成会 第40回原田研究奨励賞
11月 前川研 前 川 禎通 AlexandervonHumboldt賞
IMRNEWSKINKEN 6
RESERRCH-1NDEX 蛋白質結晶と磁場 〈新 ・研究インデ ックス〉
一般に磁場の影響というのはわかりにくい。磁石が健康にいいという人もいるけれど、磁場の中に手を入れても通常何も感じな
い。それでは磁場は鉄以外何にも影響を与えないのか?いや、そうでもなさそうである。鉛筆の芯を超伝導磁石の中に入れると、簡
単に立ってしまう。これはグラファイ トの亀の甲が磁場と平行になろうとするからである。血行を良くする磁石のバンドなどが売
り出されてはいるが、一般に磁場の影響は分りにくいようである。それでは磁場が鉄族の金属以外に何も効果を与えないのだろう
か?いや、そうでも無い。磁場を発生するコイルの中に置かれた鉛筆の細い芯は垂直に立つ。この謎は鉛筆の芯の材料であるグラ
ファイ ト結晶の『亀の甲』が磁場に平行に向きたがる性質によるから
である。このような例は枚挙に暇が無いが、最近注目されているもの
に蛋白質結晶が挙げられる。金研の強磁場中で育てられた蛋白質結
晶はrできるだけ大きく、しかも純粋な単結晶』が要求される構造生
物学に欠くことの出来ない研究材料となっている。磁場をかけない
左の写真に比べて、強磁場中では右の写真のように、大きな、方向の
揃った結晶が育成されていることが一見して見て取れる。強磁場と
蛋白質という関係の無さそうな取り合わせが現代の最先端科学に重
要な貢献をしている。
(中嶋研、佐崎、強磁場超伝導材料研究センター本河氏提供)
一.罵 を 趨
■教授会から■
教授会では度々、所 長や評議 員か ら、
東北大学は2003年あるいは2004年度に
法人化が始まることを想定 して、法人化
移行 に伴 う諸問題 を急 ピッチで議論 さ
れているとの報告を受 けてきました。評
議会の下に 「東北大学 の法人化 に関す る
検討委員会」が設 置され、本格的 に検討
作業が始め られ ました。本所では この動
きに連動 して、将来計画委員会や企画委
員会を中心に、本所 の運営のあ りかたが
活発に議論されています。
また、新たに内閣府 に設置 された総合
科学技術会議で検討される以前 に、科学
庁が策定 した科学技術基本計画案が報
告されていることも注 目されます。
本年度、教授会 は、所長の指導力を強
化す るために、所長補佐制や企画委員 ノ
亅NFOfi削Ar」Cl)jXl
会 の設 立な どの井上所 長提案 を承認 し
ました。
これを受けて、所長補佐 に、花田、松井
両教授が任命され、企画委員会は、井上所
長(委員長)、福田、松井、花田、平賀、桜井、
前川教授で構成されます。
強磁場超伝導材料研究センターは時限
に依 り廃止されますが、平成13年度か ら
の新設の内示を受 け、同セ ンターは新年
度よ り新 しい組織(センター長、教授1、
助教授1、助手2)で発足す ることになっ
ています(時限10年)。
(本河運営委員長)
'証 謂
静夢 謝 て
豐図書室から■
アメ リカ物理学会(APS)が2001年か
らオンラインと従来の冊子 とを含んだ新
価格体系の発行へ移行 します。これに伴
い、大学全体の購入額 を適 正に抑える策
が検討された結果、金研独 自で購入する
のはPhysicalReviewBとLettersとな り
ました。これ らの雑誌は金研 図書室に配
置され、その他 のAPS誌の冊子は全て北
青葉山分館 に配置され ます。すべての雑
誌はオンライ ンでダウンロー ド可能です
が、オンライン版閲覧不能の時は、北青葉山
分館に文献複写の依頼ができますので、
図書室カウンターにお 申し出 ください。
Phys,Rev,OnlineArchiveは現在
1985-1996年分が公開されてお り、2001
年中に第1巻から閲覧可能とな ります。
(寺崎図書掛長)
人 事(平 成12年6月1日～平成13年1月23日)
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藤原 航三 助 手'9/1付採 用(中嶋研)
林 好一 助手:10/1付京都大学大学院1二学研究科から配置換(松原研) アラン レザ ヤハ リ 教授:6/15付フランス国立総合技術研究所から(井上研)
野村 直之 助 手 ・/0/1付採 用(花田研) テービツド ピーター ベランジャー 教授 臼/工付カリフォルニア大学サンタクルツ校から体 河研)
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ケー ワン エス フ ァル ジャー二 助教 授:9/1付助手 か ら昇任 猿倉 信彦 教授:ユ0/1付岡崎国立共同研究機構分子科学研究所か ら(福田研)
高梨 弘毅 教授:11/1付助教授から冒任 スリニヴァサ ランカナサン 教授:10/1付インド科学研究所から(井上研)
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ステ フ ァン デュエ ン ダービン 助教授:9/4付辞職
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広報室は発足 に伴 う整備 と国際放映の為
のビデオ収録(12月30日放映)、IMRニュー
ス編集とを同時進行 させて慌ただ しく新世
紀を迎えました。総務の植野さん、広報室の
糸山さん、工MRニュース編集を手伝 って頂
いている、コピー ライターの田邊 さん と3
人の女性軍が広報室 の屋台骨を背負って頂
いてお ります。時代の変革 と共に歩む 「きん
けん」を写す カガ ミとなる広報誌(季刊)を
めざして、IMRニュース も進化す るように
努力致 しますので、読者の皆様か らの忌憚
のない意見 をお待ちしてお ります。
広報室・室長 遠藤康夫
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